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「復興農学会」幹事会（第7回） 議事録 

 
文責 新田 洋司（福島大学） 

 
日時 2023年10月3日（火）18時00分～18時30分 
方法 ZoomによるWeb会議 
出席者 石井 秀樹（福島大学）、内田 修司（福島工業高等専門学校）、大川 泰一郎（東京農工大学）、小

倉 振一郎（東北大学）、黒瀧 秀久（東京農業大学）、佐伯 爽（福島大学）、杉野 弘明（山口大

学）、新田 洋司（福島大学）、溝口 勝（東京大学） 
（敬称略） 

 
 会議に先立って、杉野 弘明 講師より、10月1日付けで山口大学国際総合科学部に着任したとのあいさ

つがあった。 
 
議事録 
1．各大学等における会員の確認・入会の状況について（新田・佐伯） 
新田、佐伯 研究員より、各大学等における会員状況等について報告があった。入会が確認された会員、

会費を納入した会員は 101 名（2023 年 9 月 25 日現在）であることが報告された。具体的には下記のとお

りであった。 
なおも会員数を増やす必要があり、日本学術会議に協力学術研究団体として登録するためにもおよそ

120名程度の会員数がのぞましいとの意見がだされた。 
会員数を増加させるためには新規会員の勧誘・案内が必要であり、そのためにはビラやポスターが必要

との意見があった。福島大学の事務局でビラ、ポスターを作成することとなった。また、9 月の幹事会で

学会ホームページで会費払い込み方法が不明であることから修繕することが確認されていたが、福島大学

の事務局の作業が遅れており、取り急ぎ取りかかることが確認された。 
会員数（2023年9月25日現在） 

計101名 
東京大学     6名 
東京農工大学      11名 
福島工業高等専門学校  3名 
東北大学        4名 
東京農業大学      4名 
明治大学         7名 
福島大学     29名 
その他      37名 

 
2．学会誌「復興農学会誌」の編集・発行状況について（杉野） 
 杉野 講師より、7月末に第3巻第2号が発行され、J-STAGEにも掲載されていることが報告された。 
また、第4巻第1号（2024年1月発行予定）の編集状況について、現在、原著論文2報の審査が進んで

いるが、さらに原著論文、記事がほしいことが報告された。幹事会メンバーが投稿をはたらきかけること

となった。 
さらに、杉野 講師より、「投稿フォーム」が未整備であり、今後、Web上に整備すること、掲載論文等

の魅力を引きつける企画などについても検討することが報告された。 
 
3．日本農学アカデミー等主催シンポジウムについて（新田）【資料】 
 新田より資料にもとづいて、本学会が後援する日本農学アカデミー等主催のシンポジウムの開催につい

て下記のとおり説明があった。あわせて、多数の学会員等が参加するよう案内があった。 
 日時：2023年11月11日（土）午後 
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 場所：東京大学弥生講堂（ハイブリッド方式） 
 題目：東日本大震災がもたらした食料問題－福島県の現状と課題 
  生源寺 眞一 前会長・福島大学客員教授ほか、本学会関係者らが報告。 
 
4．その他 
（1）10月以降の幹事会、月例会の開催について（新田） 
 新田より、10月以降の幹事会ならびに月例会の開催日時が下記のように決定したとの報告があった。 
・月例会：毎月第1火曜日17時00分から開催 
・幹事会：偶数月第1火曜日18時00分から、月例会終了後につづけて開催 
 
（2）その他 
 なし 
 

以上 
 
今後の予定 
・月例会（第6回） 2023年11月7日（火）17時00分から 
・月例会（第7回） 2023年12月5日（火）17時00分から 
・幹事会（第8回） 2023年12月5日（火）18時00分から 
（月例会：毎月第1火曜日17時00分から開催。幹事会：偶数月第1火曜日18時00分から開催） 
 
 


